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副睾 丸adenomatoidtumorは比 較 的 稀 な 疾患 で あ
り,発生 病理 学 的 に も議 論 の多 い 腫 瘍 で あ る.今回わ れ
わ れは2例 のadenomatoidtumorを経 験 した の で,




































現症:腫 瘤は無痛性,表 面平滑な硬い鶉卵大であ り
副睾丸尾部に触知 した.また,左 副睾丸頭部付近にも
腫瘤を触知.透 光性を認め,穿刺液検鏡にて精子の存




大の腫瘍を認あた.腫瘍 と睾丸 との連続性は無 く副睾
丸に付着してお り,腫瘍は副睾丸 より発生したものと
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が,】945年Goldenら2)によ り組 織 形 態 学 的 に 特 徴
付 け られ,adenomatoidtumorとの 名称 が 提 唱 さ
れ一般 化 した,1985年山 田 ら3)が男 性adenomatoid
tumorlOO例を 報 告 し,そ の 後,白 水 ら4)の1例お よび
自験 例2例 を 加 え,103例とな る.鈴 木 ら5)(1983)は
安 間 ら(1980)の報 告 した 組 織学 的 分類 に 従 い,ade-
nomatoidtumorを副睾 丸 に 存 在 す るMUIIer管遺
残 組 織 由来 のadenomatoidtypeと,睾丸 被膜 の中
皮 性 漿 膜 よ り発 生 す るmesothelialtypeに分 け報 告
し て い る.わ れわ れ も同様 の分 類 法 を用 い検 討 を 加 え
た.白 水 らお よび 自験 例2例 はadenomatoidtype
に 分 類 され た.集 計 した103例の うち,tumorが 精索
に 認 め られ た2例 と 局 在 不 明 の7例 を 除 く と,ade-
nomatoidtype83例,mcsothelialtypel1例とな る
Adenomatoidtypeの年 齢 分 布 は1歳 か ら74歳 で
あ り,平 均 年 齢39.6歳で あ った(Tablel).患側 は
左 側47例,右 側32例,不 明4例.副 睾丸 に お け る発 生
部 位 は,頭 部22例,体 部1例,尾 部54例,不 明6例
(Fig.4).術前 診 断 では,副 睾 丸 腫瘍29例,副 睾 丸 結
核17例,副睾 丸炎ll例,睾 丸 腫 瘍7例,そ の 他2例,不
明24例.手 術 術 式 は 副睾 丸 摘 出術38例,腫 瘤 摘 出術20
例,除 睾 術13例,そ の他2例,不 明17例で あ っ た,一
方,mesothelialtypell例の 年 齢 分布 は1歳 か ら45
歳 で,平 均 年 齢 は27.5歳で あ った(Tablel).患側
は 左 側7例,右 側4例.術 前 診 断 は 睾 丸 腫 瘍3例,副
睾 丸 腫 瘍3例,副 睾 丸炎2例,副 睾 丸 結 核1例,不 明
5例 で あ った.手 術 術 式 は 除 睾 術5例,腫 瘍 切除1
例,不 明5例.
以 上 の よ うにadenomatoidtypeは30歳代 が最 も
多 く壮 年 期 に 多発 す る傾 向を 示 しmesothelialtype
では これに 比 し,30歳代 に 多 い が 低 年齢 層 に 集 中 して
い る.患 側 は 両方 のtypeと も左 側 に 多 く発 生 す る.
adcnomatoidtypeでの頭 部 と尾 部 との 発生 率 は2.5
1と尾 部に 多 く認 め られ る.
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以 上 の結 果 は欧 米 の報 告 と類 似 傾 向 が認 め られ た6).
腫 瘤 の大 き さで はadenomatoidtypcは鶏卵 大,鷲
卵 大 とい う記 載 の も の もあ るが,一 般 に 掴 指 頭 大 まで
の腫 瘍 が 大 多 数 を 占め る.mesothelialtypeでは,
小 指 頭 大 か ら鶏 卵 大 の大 き さの もの が多 い.
Adenomatoidtypeおよびmcsothelialtypeに
分類,比 較 した が,近 年,Adenomatoidtunorの多
発,悪 性 化 の報 告 が され てお り6～s),また 鈴木 ら5)は本
邦 に お け る副 睾丸 腫 瘍184例 の組 織 分類 を 行 な って い
るが,こ の うち21%が悪 性 腫 瘍 とな っ て い る.術 式に
関 しては,腫 瘤 切除 のみ に と ど まるか,除 睾 術 を 行 な う
かは,術 中 迅 速組 織 診 断 な どに よ り慎 重 を 期 した い.
結 語
副 睾丸,adenomatoidtumorの2例を報 告 し,
本邦 報 告 例103例に つ き若 干 の 考 察 を加 えた.
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